
1469 - 1476

1477 - 1527

1527 - 1555

1556 - 1572

1573 - 1588

1589 - 1620 1621 - 1640

1641 - 1647 1648 - 1668

1669 - 1709

1710 - 1712

1713 - 1751

1752 - 1794

1795 - 1802

1803 - 1803

1804 - 1834

1835 - 1847

1848 - 1872

尚円王御後絵
1692 琥自謙　壁画
1717 呉師虔　掛軸に改画
1839 毛長禧　掛軸 改画
1860 毛長禧　掛軸 顔色彩上

尚真王御後絵
1692 琥自謙　壁画
1717 呉師虔　掛軸に改画
1817 向元瑚　掛軸 彩上

尚清王御後絵
1692 琥自謙　壁画
1717 呉師虔　掛軸に改画
1817 向元瑚　掛軸 彩上
1859 毛長禧　掛軸 画替 

尚元王御後絵
1692 琥自謙　壁画
1717 呉師虔　掛軸に改画
1817 向元瑚　掛軸 彩上
1856 毛長禧　掛軸 彩上 

尚寧王御後絵
1692 琥自謙　壁画
1717 呉師虔　掛軸に改画
1817 向元瑚　掛軸 彩上 

尚豊王御後絵
1692 琥自謙　壁画
1717 呉師虔　掛軸に改画　1721 円覚寺火災で焼失後画替
1796-97 向元瑚    扣尊像大小二幅を恭画     1817 向元瑚    掛軸 彩上 

尚恭浦添王子朝良公
御後絵（原図）
1631 死去　自了が掛軸 執筆か？
 

尚恭浦添王子御後絵（原図）から、尚豊王御後絵は、
自了筆が原画の可能性もある

尚恭浦添王子朝良公
御後絵（改画）

尚貞王御後絵
1709 益士仁　壁画　　　 1717 呉師虔　掛軸に改画
1817 向元瑚　掛軸 彩上　1859 毛長禧　掛軸 画替 

尚純公御後絵
1706 益士仁　壁画　　　 1717 呉師虔　掛軸に改画
1817 向元瑚　掛軸 彩上　1856 毛長禧　掛軸 彩上 

尚敬王御後絵
1754 殷元良　掛軸 執筆
1817 向元瑚　掛軸 彩上

尚穆王御後絵
1795 向元瑚　掛軸 執筆
1856 毛長禧　掛軸 彩上

尚灝王御後絵
1837 毛長禧　掛軸 執筆

尚育王御後絵
1852 毛長禧　掛軸 執筆

琥自謙　石嶺伝莫（1658 - 1703）
1693 円覚寺両御照堂の絵を潤色
1693 先王九御前の御後絵を写し奉る（板絵か？）

呉師虔　山口宗季（1671 - 1743）
1717 御照堂御後絵を皆、御掛物に改作
1721 円覚寺火災　尚豊王、尚賢王（球陽）/尚質王（家譜）寿影が焼失

殷元良　座間味庸昌（1719 - 1767）
1754 尚教王尊遺像を描く

向元瑚　小橋川朝安（1784 - 1842）
1795 尚穆王と尚哲尊遺像を恭画
1796-97 尚円～尚哲の扣尊像大小二幅を恭画
1803 尚温王御後絵と扣大小二幅を恭画
1805 尚成王御後絵と扣大小二幅を恭画
1817 尚円より尚敬に至る尊遺像に彩上

？

助手として
張忠令　島袋宗雍（1762 - 1838）
慎思九　泉川寛英（1767 - 1844）

毛長禧　佐渡山安健（1806 - 1865）
1837 尚灝王御後絵と扣大小二幅を恭画
1839 尚円尊遺像を恭画
1852 尚育王御後絵と扣大小二幅を恭画
1856 尚元、尚永、尚純、尚穆の尊遺像を彩上
1856 尚質尊遺像を描替
1859 尚清、尚貞の尊遺像を描替
1860 尚円尊遺像の顔色彩上

？

？

？

？

？

？

自了　欽可聖　城間清豊（1614 - 1644）
1632 頃尚恭公頃、1641 頃尚豊王の御後絵を執筆か？

明清交代期にあたり冊封を
受けることはできなかった。

＝

尚賢王御後絵
1692 琥自謙　壁画
1717 呉師虔　掛軸に改画
1721 円覚寺火災で焼失？

1817 向元瑚　掛軸 彩上 

尚哲公（生 1759-1788 没）
御後絵
1795 向元瑚　掛軸 執筆 

尚質王御後絵
1692 琥自謙　壁画
1717 呉師虔　掛軸に改画　1721 円覚寺火災で焼失後画替
1856 毛長禧　掛軸 画替 

尚益王御後絵
1717 呉師虔　掛軸に改画　1817 向元瑚　掛軸 彩上 

尚永王御後絵
1692 琥自謙　壁画
1717 呉師虔　掛軸に改画
1817 向元瑚　掛軸 彩上
1856 毛長禧　掛軸 彩上  

尚温王御後絵
1803 向元瑚　掛軸 執筆 

尚成王御後絵
1805 向元瑚　掛軸 執筆
幼年像、冠なし、衣彩美し
金らんの帯を前に蝶の如く
結べり 

尚王家家系図と御後絵 鎌倉芳太郎『沖縄文化の遺宝』　及び、平川信幸『琉球国王の肖像画「御後絵」とその展開』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真境名安興　比嘉朝健　上江洲敏夫　記述を元に
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養子

1796-97 向元瑚    扣尊像大小二幅を恭画    


